
ヨアンネス・クリマクスの楽園の梯子

第二七講話
身体と霊魂の聖なるヘーシュキ
ア（静寂）について

身体のヘーシュキアは、気質と
感覚を知ることであり、組織す
ることである。霊魂のヘーシュ
キアは、思慮（ロギスモス）を知
ることであり、不可侵の思考（エ
ンノイア）である

ヘーシュキアの友は、勇敢なそ
して厳格な思慮である。これは
心（カルディア）の扉に油断なく
立ち、近づいてくるものを殺し
てしまうか、または振り払ってし
まう

ヘーシュキア（静寂）
を独住ないし（半）
共住修道生活を通
じて実践する者
（ἡσυχαστής）ここ
ではヘジュカストと

訳される
訳注

心の感覚の中でヘーシュキア
の状態にある者は、このことを
よく知っている。しかしまだ未熟
な者は、これを味わったことが
なく知らないのである

ヘシュカストは理解するのに、
言葉を必要としない。なぜなら
ヘシュカストは業によって言葉
を照らされているからである

ヘーシュキアの始めは、心の深
みをかき乱すような騒音を閉め
出すことである。しかしヘーシュ
キアの終局は、騒音を恐れず
に、さらに騒音に対して感覚が
なくなっていることである

たとえ外に出るとしても、悟性
という点で外に出ない人は、優
しい愛のまったき処であり、めっ
たに言葉に動ぜず、怒りに走ら
ないものである

ヘシュカストとは、身体という住
居の中にあっても非身体的な
部分確保しようと励む人のこと
なのである

ヘシュカストの思考も思惟によ
る鼠を見張っているのである。
ここで出されている例をあなた
にとって破棄すべきものとする
なかれ。もし破棄するのなら、
あなたにはまだヘーシュキアが
わかっていない

他の修道者と共にいる修道者
は（ヘシュカスト）の修道者では
ない。修道者には十分な覚醒と
ゆるぎない理性（ヌース）が必
要である。ヘシュカストでない
修道者をしばしば助けるのは、
その仲間の修道者である。しか
しヘシュカストに援助するのは
天使なのである

ヘシュカストの霊魂には、霊的
な諸力が連帯しており、彼らは
ヘシュカストの霊魂にいるのを
好む。この反対のことについて
は私はあなたに黙っておこう

教義の深みは底の知れないも
のである。ところでヘシュカスト
の理性は教義の中で飛躍する
が、危険がないことはない

服を着て泳ぐことは危険であ
る。情念（パトス）をもつ者も神
学（テオロギア）に関与しえない

ヘシュカストの庵は、その境が
身体である。庵は中に知識の
家をもっている

霊魂の情念を病みながらヘー
シュキアを企てようとする人は、
船から海に飛び込んで板に
乗って危険なく陸地に先に着く
ことを考える人に似ている

指導者をもっており、その粘土
（身体）に対して戦っている人々
にこそ、ヘーシュキアは時宣に
適って一致するものなのであ
る。ひとりになることは天使の
力を必要とする。私の語ってい
るのは、身体と霊魂において真
にヘシュカストである人々につい
てである

ヘシュカストが怠惰に陥ると嘘
をつくようになる。彼は自分を
ヘーシュキアからやめさせるよ
うに人々を暗示によって仕向け
る。彼が自分の庵を去ると悪霊
どものせいにする。しかし彼は
自分が自分にとっての悪霊と
なっていることに気づいていな
いのである

ヘシュカストは、地上における
天使の似姿（テユポス）であ
る。ヘシュカストは（憧れ）のパ
ピルスと（熱意）の文字によっ
て、自分の祈りを怠惰となげや
りから解放するのである

ヘシュカストとは、「神よ、私の
心は覚悟ができている」とはっ
きり叫ぶ人のことである、ヘシュ
カストとは、かの「眠っていて
も、私の心は目覚めている」と
言う人のことである

庵の扉を身体に対して閉じなさ
い。舌の扉を言葉に、心の中で
門をもろもろの霊に対して閉じ
なさい。凪と真昼の太陽が船乗
りの忍耐を試す。必要なものす
る欠いているという状態がヘ
シュカストの忍耐を明らかにす
る。落胆する者は海で泳ぐ。霊
的に怠惰に陥る者は人々の中
にまぎれていく

鳴り響いている楽器を恐れては
いけない。悲嘆（パントス）は小
心を知らないし、怖がることも
ない

理性が真に祈ることを覚えた
人々は、王の耳に向かうかのよ
うに、主を目の前にして面と向
かって話す。声を出して祈る
人々は全元老院議員の面前で
主の足元にひれ伏す。世にある
限りの人々は、大衆のあらゆる
喧噪のまっただ中で王に嘆願
する。もしあなたがその技を覚
えて練達しているのなら、今言
われていることをはっきりと間違
いなく理解できよう

高い所に座して、できる限り見
張っていなさい。そうすればあ
なたは、どのくらいの数の、また
どんな性質の泥棒が入って来
て葡萄の房を盗み出していくの
か、どうやって、いつ、どこから
かを見るであろう

見張りに疲れたら、彼は立ち上
がって出て、祈る。そして再び
座って、前の仕事に勇敢に取り
組む

経験のなかで以上のことについ
て微妙なものでも感じ取れるよ
うになり十分に心得た人は皆、
それを語ろうと望んだが、しか
しヘーシュキアを行う人々に怠
惰を生じさせはしないかと、ま
た言葉の騒音によってヘーシュ
キアを企てている人々を追い
払ってしまうことになりはしまい
かと恐れるのである

ヘーシュキアについて細かによ
く知って詳述する人は、自分自
身に向かって悪霊どもを喚び起
こしてしまう。というのは、他の
誰も悪霊どもの恥知らずな行
為に打ち勝つことはできないか
らである

ヘーシュキアを獲得した人は、
もろもろの神秘の深みを知った
人出ある。しかしもし以前にそ
の人がもろもろの霊の嵐や波
の騒音を見たり聞いたりしてい
なければ、またおそらく浄めら
れていなければ、この深みには
至っていないことであろう

パウロはこのことを保証してい
る。もしパウロが、ヘーシュキア
におけるように楽園内に連れ去
られていなければ、彼は語りえ
ない言葉を耳にすることはでき
なかったであろう（2コリ12:4）

ヘーシュアの耳は、神からとて
つもなく驚くべきことを受け取る
であろう。それゆえ「ヨブ記」に
おいてこの全知なるヘーシュキ
アは、「私の耳は彼から驚くべ
きことを受け取らないだろうか
（七十人訳、ヨブ4:12）と言っ
たのである

他の者が気楽に走り寄るのに
対して、ヘシュカストとは、憎し
みなしに（人々から）逃げ去る人
のことである。ヘシュカストは神
の甘美さから切り離されること
を身に招かないように願ってい
るのである

すぐに立ち上がってあなたのも
のを投げ与えなさい。「あなた
の持ち物を売り払いー時間が
必要だがー、貧しい人々に施し
なさい」（マタ19:21）。彼らが
祈りを通じてヘーシュキアへ向
かって共に集えるように。あな
たの十字架を担いなさい。そし
てあなたの意志が断たれると
いう重荷を極限まで耐えなさ
い。「それから」、最後に「私に
従いなさい」、最も幸いなるヘー
シュキアとの合一に向かって

私はあなたに霊的な諸力の目
に見える業とその状態を教えよ
う。霊的な諸力は、永劫にわ
たって創造者を讃美するのに
飽き足りることはない

また、ヘーシュキアの天に入っ
た人も、造物主を歌で讃えて
飽き足りることはない

非物質的なものたちは質量に
関心をもつことはない。質量に
含まれた非質量的なものたち
も食物に関心をもたない

前者（天使）は食物のことを知
らない。後者（ヘシュカスト）も
約束を必要としない。前者は財
産にも富にも関心をもたない。
後者も諸霊からの虐待に関心
をもたない

天にいる者たちにとっては、目
に見える被造物への欲望はな
い。下にいる者にもそれはなく、
知覚可能なものの欲求におい
ては上へ向かう

前者は愛（アガペー）において
前進してとどまることがない。
後者も日々前者と競い合ってい
て止まることがない

前者の許では前進することの
冨がよく知られている。後者の
許では、上昇の愛（エロース）
がよく知られている

前者はセラフィムに追いつくま
でとどまることはないであろう。
後者も天使になるまで疲れるこ
とはなかろう

幸いなるかな希望する者。三
重にも幸いなるかな、来るべき
将来天使になるに違いない者

ヘシュカストは位階を上
昇して将来天使になるこ
とが目標である

天上位階論が参照
されている

ヘーシュキアの相違と識別につ
いて

知る（エピステーモス）というこ
とのあらゆる様態に、意志（グ
ノーメー）と意図（ブーレー）の
相違がある。なぜなら、すべて
の人において、熱意の欠如ある
いは力の欠如により、すべてが
完全というわけではないからで
ある

かの安息の港にい
る者もいれば、いや
むしろ海に、否、た
ぶん深みに入って
いる者もいる

ある人々は自分の口の弱さによって

ある人々は肉の以前の習慣によって

ある人々は激しい気概をもっており、こ
の不幸な人々は皆のあいだでこの激し
さを押さえることができないからである

またある人々は、指導によって管理され
て進むよりも、むしろ自分自身に頼って
いくほうがよいと考えているからである

ある人々は質量のただ中にあって、質
量を遠ざけることができないからである

またある人々は、孤独な生活から自身
が熱意ある優れた者となるためにであ
る

ある人々は罰のゆえに秘密のうちに自
分を正すためにである

ある人々は孤独な生活を通じて自身に
栄光を得るために

ある人々は、神の愛とその妙なる優美
さとそれへの渇きによって、かの聖なる
ものに結びついているのであるが、この
人たちはあらゆる霊的怠惰（アケーデイ
ア）を捨ててしまうまでは、これを達成
しなかったのである

というのも、この合一は、霊的怠惰の下
では姦淫と判断されるからである

私にはわずかな知識しか与え
られていないから、優れた建築
家のようではないが、私は上昇
の梯子を形づくってきた

おのおの自分がどの段に立っ
ているか見てみなさい

自分に頼ることによる段か、
人々への名声による段か、舌の
弱さによる段か、気概について
自制心のないことによる段か、
情熱的な愛着の多さによる段
か、罰を受けるための段か、熱
意ある優れた者となるための
段か、火に火をさらに加えて受
け取る段か

「最後の者が最初になり、最初
の者が最後になる」。第七日ま
での七日間は、今の業である。
あるものは受け入れられうる
が、あるものは受け入れがた
い。しかし第八日（復活の日）
は、はっきりと来るべき永遠を
表している

独居している修道者よ、野獣の
時に用心しなさい。さもないと、
あなたはその罠をしかるべく備
えることができないだろう

もし、霊的怠惰を捨てることが
完全になされているのなら、こ
のことは必要ないが。しかしま
だなおそれが急務なことである
なら、私にはあなたがどうヘー
シュキアを得るのかわからない

いったいなぜタベンニシでの聖
者たちの許では、光となる人が
スケティスでの聖者たちの許
でほど多くなっていないのであ
ろう。理性ある者は考えてみる
がよい。私は言うことができな
い、否、むしろ言いたくない

ある人々はもろもろの情念（パト
ス）を弱くする。また、ある人々
は「詩編」を歌い、時間の大部
分を祈りにたゆまず励む。ま
た、ある人々は観想（テオーリ
ア）に集中して生きる。梯子の
ありように従って課題が求めら
れるように

修道院の中にいて怠惰な霊魂
がある。それらの霊魂が己の怠
惰への糧で一杯になるなら、完
全な破滅に至る。また逆に、他
の人々といっしょに住むことに
よって己の怠惰を取り除く人々
もいる。このことは特に不注意
な人々だけでなく、しばしば熱
意ある優れた人々にもおこって
いる

私たちはヘー
シュキアについ
ても同じ基準を
用いて語ろう というのもヘーシュキアは、多く

の名だたる人々を受け入れる
が、その人たちを、自己に依存
するがゆえに不適当であるとし
て退けたり、快楽を好む者とし
て退けるからである

しかしヘーシュキアは、その他
の人々を受け入れ、自分の裁き
を耐えることができるだろうか
という恐怖と心配によって、そ
の人々を熱意ある優れた者、燃
える者とする

気概と自負心、偽善と悪の思
い出によって悩まされている人
は誰も、ヘーシュキアの道筋を
見ようと企ててはいけないーー
狂気だけを得ないように。人が
これらのことから自由な場合、
その人自身その益がわかるで
あろう

正しくヘーシュ
キアを探求して
いくと、そのしる
し、行路、痕跡
は以下の通りで
ある

すなわち、冷静な理性（ヌース）、浄め
られた思考（エンノイア）、主への傾倒、
懲らしめの場、死の切迫、飽くことを知
らぬ祈り、不可侵の見張り、姦淫の死、
情熱的な愛着への無知、世の死、暴飲
暴食しないこと、神学（テオロギア）の
礎、識別の泉、休戦の涙、饒舌の破
滅、大衆が好むものと反対するすべて
のもの

誤ってヘーシュキア
を探求していく人々
にとっては以下の通
りである

すなわち、豊かさの欠乏、怒り
の増大、悪の思い出の蓄積、
愛（アガペー）の減少、高慢の
増大、そしてこれ以上について
は沈黙することにしよう

講話がこのような段階に達した
ので、ここで従順のうちにある
人々を扱う必要がある。ゆえに
特に主としてこの講話は彼らに
対して向けられよう

正しく、姦淫によって生まれた
のでもなく、世に汚されることな
く、これに娶られている人々によ
く見られる傾向であるが、そこ
に以下の痕跡がある

それは、神によって霊感を受け
た教父たちのもとで定義された
もの、実際彼らの時代に完成さ
れたものであるがーー私たちは
日々成長し、前進するということ
である

すなわち、基本的な謙遜の増
大、気概の減少̶怒りが無に
帰するとき、それがどうして生
じないことがあろうかー、暗闇
の欠如、愛の増大、もろもろの
情念からの離脱、憎しみからの
解放、吟味することによる快楽
の減少、霊的怠惰を知らないこ
と、熱意の増大、共感する愛、
傲慢からの分離

すべての人にとって探求すべき
ことであるが、成功はめったに
見出されえない。泉に水のない
場合、その名前は不適当であ
る。そこから帰結することは、理
性をもっている人々にはわかる
ことである

若い女が婚姻の床を守らないならば、彼女
は身体を汚すことになる。霊魂も誓約を守
らないなら、霊を汚すことになる。後者にと
もなってくるのは、汚れ、死の忘却、腹の
貪欲さ、目の節操のなさ、虚栄心による仕
事、眠りへの渇望、心の頑さ、鈍感、思慮
の蓄積、追従の増加、心の囚われ状態、
混乱した行為、不従順、情熱的な愛着、不
信仰、疑念、多弁であり、そしてあらゆるも
のよりいっそう耐えがたいものとして無遠
慮がある。また、あらゆるもののなかで最も
哀れむべきは、鈍感な心である

八つの霊のうち五つがヘーシュ
キアにある人々に、また三つが
従順にある人々に戦いをしかけ
ている

ヘーシュキアにあるが霊的怠惰
を敵としている人は、しばしば
損害をこうむる。というのは祈り
と観想の時間を霊的怠惰への
対策と闘争のうちに使い果たし
てしまうからである

かつて庵に座っていたといき、私は怠惰に陥った。そして
すんでのところでその庵を去ろうと考えていたとき、ある
人々が近づいて来て、私をヘシュカストとして幸いなりと讃
えてkれた。そうするや否や、怠惰から思慮が虚栄心の許
へと動いた。私は、三つの角のある悪魔がどのようにして
すべての霊に敵対するかに驚いた

いつもあなたの仲間の動き、傾
向、変化、そしてその傾向をど
うやって、どこで得るかに注意
していなさい。聖霊によって静
けさを得た人には、この観想さ
れた事柄がよくわかる

ヘーシュキアの業は、あらゆる
ものごとの道理に適う、適わな
いということに先行して、憂いの
ないことである。というのも、前
者に開いている人は、いずれに
せよ後者に陥ってしまうだろう
から

第二の業は、たゆまぬ祈りであ
る

第三の業は、心の不可侵の働
きである。文字を学んでいなけ
れば、書板で稽古することは本
来句可能である。だから、第一
の業を得なければ、次の二つを
追い求めることは不可能である

私は、第二の業を追い求めて
いて、その状態に入った。そし
て見よ、あるものがこの状態に
来た。「主は目に見える形とな
る前はご自身においていったい
何であったのか」。天使は教え
ることができなかった

というのは、天使には許されて
いなかったからである

「主はどのような状態にあるの
か」と私は尋ねて言った。天使
は答えた、「ご自身の特有の状
態に、そしてこの世の尋常の状
態にではない」と

そこで私は尋ねた、「右手、す
なわち原因のかたわらに立って
いることと座っていることとは、
いかなることなのだ」と。「聞くこ
とによって神秘が授けられるこ
とはありえない」と言った

私はそのとき、「憧れが私を
引っ張るところへ連れていって
くれ」と頼んだ。天使は言った、
「不滅の火が不足しているがゆ
えに、いまだその時が来ていな
い」と

その間、私は塵とともにあった
のかどうかわからないし、塵か
ら離れてあったのかどうか、まっ
たく言うことができない」（二コリ
12:2)

特に夏の期間は日中の眠気を
振り払うことは辛い。そのとき
に、おそらくそのときにのみ、手
仕事が破棄すべきものではなく
なる

極度に身体を悩ませ眠りに沈ま
せ、ヘーシュキアにある人々に
いわば汚れをもたらそうとして、
霊的怠惰の悪霊が姦淫の悪霊
に先行し道を開くのだというこ
とを私は理解した

もしあなたが彼らに反抗するな
ら、努力は役に立たないとして
努力するのをやめさせようとし
て、彼らはあなたを敵として激
しく戦ってくるであろう。しかし、
まさに悪霊どもの私たちに対す
る熾烈な戦いのように、彼らの
敗北を示すことができるものは
他にない

外に出るときには、今まで集め
てきたものを用心して守りなさ
い。閉じ込められている鳥は、
もしその扉が開いているなら飛
び去ってしまう。そうすれば、私
たちはヘーシュキアから何の益
も得ることがなくなってしまう

わずかの髪の毛でも眼を煩わ
す。同様に、わずかの思索でも
ヘーシュキアを見えなくする。
なぜなら、ヘーシュキアは考え
を取り除くことであり、正当な思
索をも拒むことだからである

真にヘーシュキアを見出した人
は、自分の肉（サルクス）のこと
を考えない。約束された方は真
実な方だからである

神に純粋な理性を捧げようと願
うが思索に心乱されている人
は、自分の両足が強く縛りつけ
られているのに速く歩こうとする
人に似ている

世に従った哲学をその頂点ま
で極めた人はめったにいない。
しかし、私は言う、真にヘーシュ
キアの哲学を心得ている人は
いっそう希有であると

いまだ神を知っていない人は、
ヘーシュキアには不適格であ
る。彼は多くの危険を身に招い
てしまう。ヘーシュキアは、無経
験の者どもを窒息させてしまう
のである。神の甘美さを味わっ
たことのない人々は、囚われ状
態、欺瞞、霊的怠惰、動揺の中
へと陥り、そして時を使い果た
してしまう

祈りの美に触れた者は、野生の
驢馬のように群集を避ける。祈
りでなければ、いったい何が野
生の驢馬を人々とのあらゆる付
き合いから自由にさせるのだろ
うか

もろもろの情念を身に帯びてい
る人は、荒野で、もろもろの情
念のおしゃべりによって時を費
やしてしまう

というのは、聖なる長老がそう
いうことを私に言って教えてく
れたからであるが、私が言って
いるのは尊師もよく知っていた
ゲオルギオス・アルシライテス
のことである

この人は、かつて役立たずの
霊魂を教え、指示してヘーシュ
キアへと導いてくれたのであ
る。彼が言うところによると、
「私が弁別するに、早朝には虚
栄と欲求の悪霊どもが住む。真
昼には霊的怠惰、不安、怒りの
悪霊どもが住む。夕方には、汚
物を愛するものども、また腹の
専制君主どもが住む」

気が散漫なヘシュカストである
よりも、従順で貧しいほうがより
よいのである

正しくヘーシュキアを追い求め
ているが、日々のヘーシュキア
の益を看て取らない人は、誤っ
てヘーシュキアを行っている
か、それとも自負心によって盗
まれているかである

ヘーシュキアは、やむことなく神
に礼拝を捧げることであり、か
たわらに坐すことである

イエスを思い出すことをあなた
の呼吸と一つにしなさい。そう
すればヘーシュキアの益がわ
かるであろう

個人的な意志は、従順な人に
とっては崩壊である。ヘーシュ
キアを行う人にとっては、祈りか
ら離れることが崩壊である

もし庵への到来を喜んでいるな
ら、あなたは自分で霊的怠惰に
よって余暇をとっているので
あって、神によってではないと
いうことを知りなさい

あなたにとって祈りの手本が、
あの敵から虐待されたかの寡
婦であるようにしなさい。ヘー
シュキアの模範は、あの偉大
な、天使のようなヘシュカスト、
アルセニオスである。ひとりで
いるとき、この天使のようなヘ
シュカストの生き方を思い起こ
しなさい。そして彼が、より偉大
なものを無にしないために、い
かにしばしば近づいてくる人々
を返したか、考えなさい

私は、悪霊どもがよく、放浪す
る者たちの中で愚かな者どもを
説き伏せて、正しくヘーシュキ
アにある人々へと近づかせるの
を知っている

悪霊どもは彼らを通じて、ヘー
シュキアをなす者たちを、たと
え少しであっても邪魔すること
ができるようそうしているので
ある

そういう人々に注意せよ。軽率
な人々を、経験な心をもって悲
しませることを辞するな。おそら
く彼らはその悲しみによって放
浪をやめるであろう

しかし今言われた目的のため
に、渇きによってあなたの許か
ら水を汲みに来た霊魂を、不注
意に悲しませないように注意し
なさい。あらゆることにおいてあ
なたには光が必要である

ヘーシュキアにある人々の生、
とくに独居している人々の生
は、良心と感覚に従っていなけ
ればならない

理性をもって走る人は、もしそ
のすべての仕事、発言、考察、
足取り、動きが、主に従って、ま
た主によって霊魂の感覚の中
で自らに対してなされているの
なら、彼は主の面前でなしてい
るのである

しかしもし奪われているのな
ら、その人はまだ徳（アレテー）
に従って生きているのではない

「私は竪琴で私の謎を明らかに
しよう」（詩48:5)とある人は言
うが、私の意図をもそうしよう。
それはいまだ識別の不完全さ
によっているが。私は祈りを通
じて私の意志を捧げよう。そう
すれば私は私の確信を受け取
るであろう

信仰は祈りの翼である。この翼
がなければ、祈りは再び私の胸
に戻って来るであろう

信仰は霊魂の確かな場であり、
どんな敵によっても潰走させら
れない。

信仰をもっている人は、神がす
べてをなしうると思う人ではな
いが、自分がすべてを受けるだ
ろうと信じている人である

信仰は絶望からの保護者であ
る。そしてこのことはかの盗賊
が証したことである(ルカ
23:42-43)

信仰の母は苦難であり、また率
直な心（カルディア）である。率
直な心は疑いをもたなくさせ
る。苦難は創造する。ヘシュカ
ストの母は信仰である。という
のは、もし彼が信じようとしない
なら、彼はいかにヘーシュキア
を行いうるであろうか

牢獄に監禁されている人は、罰
される恐怖を憂える。庵の中で
静寂を守っている人も、死の恐
怖を拵えている

前者にとっては、その裁判所は
後者が主の法廷を恐れるほど
のものではない。あなたは、
ヘーシュキアに従って激しい恐
怖をもたなければならない。と
いうのは、ほかの何もこのように
霊的怠惰を追い出すことはでき
ないからである

犯罪人は、裁判官がいつ牢獄
にやって来るのか、常に目をこ
らしている。真にヘーシュキアに
ある人も、急き立てるものがい
つ来るのか、目をこらしている

前者には悲しみの重荷が課せ
られる。後者には涙の泉が課せ
られる

もしあなたが忍耐の杖を手に
入れるならば、すぐに犬どもは
恥知らずの振る舞いをするのを
やめていくだろう

忍耐は霊魂の破壊できない実
りであり、かなりの衝撃によって
も、決して揺さぶられることは
ない

忍耐強い人は挫けない働き人
であり、失敗を通じて勝利を生
み出すのである

忍耐は日々の苦難に限界を定
める。忍耐は弁解を断ち、自分
に注意する

働き人は、忍耐を必要とするよ
うには自分の食物を必要としな
い。というのも前者において人
は栄冠を手に入れるであろう
が、後者においては人は破滅を
得るだろうからである

忍耐強い人は墓に入る前に死
んでいる。彼は庵を自分の墓と
しているのである

希望と悲嘆が忍耐を生む。そ
の二つがない人は霊的怠惰の
奴隷であるキリストの戦士たちは、どんな

敵が遠方から押し進んでくるの
か、どのようなものと遭って戦う
のか、知っていなければならな
い

あるときは、戦うことが栄冠を
得る。またあるときは、戦いを辞
退することが災いを招く

そのようなことは言葉によって
は教えることができない。という
のは、皆が同じではなく、私た
ちはまったく同じようには創造さ
れていないからである

あなたは、もろもろの霊のなか
で一つのものに油断なく注意し
ていなさい。なぜならそれは、
あなたが立っているときも、移
動しているときも、坐っていると
きも、動いているときも、祈りの
ときも、眠っているときも、たえ
ずあなたと戦っているからであ
る

ヘーシュキアの道で静かに坐し
ているある人々のなかのある者
は、「私はたえず私の主を私の
面前に見ていた」という当の行
為を実践する。しかし霊的な行
為という天のパンの切れ端のす
べては単一なものではない

ある者は、「あなたがたの忍耐
によってあなたがたは命（霊
魂）を勝ち取りなさい」ということ
に

ある者は、「あなたがたは目を
覚まして祈っていなさい」という
ことに

ある者は、「あなたの業を出立
に向かって準備しなさい」という
ことに

ある者は、「私はへりくだった。
すると彼（主）は私を救った」と
いうことに

またある者は、「現在の苦しみ
は来るべき栄光に比べると取る
に足らない」ということに

またある者は、「彼が（あなた
を）奪い取らないように、（そう
なったらあなたを）救う者は絶
対にいない」ということに

常に心を配っている。すべての
人が走っている。しかし、賞を
手に入れるのは彼らのなかの
一人である

前進する者は、目覚めていると
きだけでなく眠っているときも、
たゆまずそうしている。それゆ
えある人々は、近づいてくる悪
霊どもを眠りの中においてすら
侮蔑している

そして放埒な女どもを節制へと
諭す

待つな、またあらかじめ到来の
準備をするな。なぜなら、ヘー
シュキアの状態とは、単純な
まったきもの、自由なものだか
らである

もし人が前もって腰を据えて推
量しないなら、つまり祈りによっ
て探索しないなら、誰も塔を建
てようとしない、つまりヘーシュ
キアの庵に着手しない

もし人が完成するために財産を
もっているならば、基礎を据え
た後自分の敵に嘲られないし、
逆に敵の働き手に対しては妨
害となるのである

自分の内にある甘さに注意しな
さい

非道な医者ども、特に陰謀を企
む者どもから狡猾に調合されな
いように

夜の大部分を祈りに捧げなさ
い。そして詩編詠唱には少しの
時間だけ捧げなさい。そうして
昼は、あなたの力の限り準備し
なさい

読むことは、理性をかなりの程
度照らしたり集中させたりする
ものである

なぜなら、言葉は聖霊のもので
あり、探し求める人々を確かに
教育するからである

あなたの勤勉さによって、読む
ことが実践的なものであるよう
にしなさい

それらの行為が、さらに読むこ
とを無用にするからである

癒しの言葉を書板によってでは
なく、むしろ労苦によって照らさ
れるように努力しなさい

霊的な力以上に、曖昧な意味
をもった言葉を追求してはなら
ない。というのは、言葉が闇で
あると、弱い者を暗くするから
である

しばしば一杯の杯で、葡萄酒の
味わいが明らかになる。同様
に、ヘシュカストの一語は、味
わう力のある人々に彼の内的な
働きと状態すべてを示す

自負心に対抗して霊魂の目を
固く持しなさい。なぜなら、こう
いう欺瞞におけるよりも破壊的
なものはないからである

外に出るときは舌を控えなさい
なぜならそれは、すぐに労苦を
多々撒き散らす術を心得ている
からである

純真な状態を涵養しなさい。な
ぜなら不必要な線策は、他の
何ものもできないくらいにヘー
シュキアを汚しうるからである

近づいて来る人々に、その必要
としているものを与えなさい。
私が言っているのは、身体的に
も霊的にもということである

もし、それがより知恵のある
人々の場合なら、私たちは沈黙
によってこの哲学を示そう

もし、彼らがこの状態における
兄弟であるならば、適度に口の
扉を開こう

しかしより善いことは、すべての
人を優っていると思うことであ
る

私は、いまだ修練者である者た
ちに、集会ではいかなる場合に
も肉体労働をやめさせるべきた
だと望んだが、徹夜でマントの
中に砂を担った人はこれに反対
している

聖なる、造られざる、礼拝すべ
き三位一体という教義の根拠
と、きわめて讃美すべき三位一
体の一性の受肉の救いの営み
（オイコノミア）に関する事態
は、あたかも矛盾するかのよう
である

というのも、一方で複数の事態
であるが、一の事態なのだから
である。しかし他方で、一の事
態であり、複数の事態でもある

そのようにヘーシュキアにおい
てはあるやり方が、また従順に
おいては他のやり方が適切な
のである

神的な使徒は言う、「誰が主の
精神を知っていたであろうか」
と。私は言う、誰がヘシュカスト
である人間の精神を身体にお
いて、また霊において知ってい
たであろうかと

王の力は冨と民衆である。ヘ
シュカストの力は祈りの量であ
る

第二八講話
もろもろの徳（アレテー）の母に
して聖なる至福な祈りについ
て。また、祈りにおける霊的に
知覚しうる場について

祈りは、その性質によれば、人
間と神との交わりであり、合一
である。また、その働きによれ
ば、世を一つに結び合わせるも
のである

祈りは神との和解である

祈りは涙の母であり、また娘で
ある

祈りは罪の購い、誘惑からの
橋、苦難からの仕切り壁、闘争
を終わらせるものであり、また
天使たちの業、すべての非身
体的なものの糧である

祈りは来るべき喜び、終わりの
ない活動、徳の泉、霊的賜物
（カリスマ）の保護者、目に見え
ない前進、霊魂の糧、理性の
照らし、絶望からの斧、希望の
提示、悲しみからの解放、修道
者の冨、ヘシュカストの寳、怒り
の減少、前進の鏡、尺度の表
英、状態のしるし、来るべきこと
を通報するもの、栄光の現れで
ある

祈りは、ほんとうに祈る人にとっ
ては司法機関であり、裁判所で
あり、主の法廷であり、来るべき
法廷に先んじている

私たちは起き上がって聞こうで
はないか、この聖なる、もろもろ
の徳の女王が、私たちに向かっ
て崇高な声で次のように叫ん
で語るのを

「疲れた者、重荷を負う者は、
誰でも私の許に来なさい。休ま
せてあげよう。私の軛を負いな
さい。そうすれば、あなたがた
は魂に安らぎを得られる」（マタ
11:28)

そして、あなたがたの打撃に癒
しを得られる。「私の軛は負い
やすく」（マタ11:30)、数々の
大きな過ちの治癒だからである

私たちが王すなわち神のかた
わらに立ち話合おうと進む限
り、私たちはこの道を準備して
いなくてはならない

私たちが王の護衛の武器と衣
をもっていないのを王が遠方か
ら見て、従者たち、僕たちに、
縛ってご自分の眼前から私た
ちをどこか遠くに追放するよう
命じないように（マタ22:11)

また、王が私たちの懇願を打ち
壊して、私たちの眼前へ突き返
すことを命じないように

主の面前に立って進むとき、あ
なたの魂の衣服が糸で、否、む
しろ赦しの浄めで織り上げられ
て完全であるようにしなさい。さ
もなければ、あなたは祈りから
何も恩恵を受けないであろう

あなたにとって嘆願の単純さが
完全であるようにしなさい。とい
うのは、徴税人と放蕩息子は一
言で神と和解させられたからで
ある

嘆願する態
度は一つで
ある。しかし
そのあり方
は多様で、
種々の差異
がある

ある人々は、自分自身の要求の
ためにではなく他の人々の要求
のために、讃美と祈願を捧げ、
友達のように、また主人に対す
るように話し合う

ある人々は、冨と栄光を、また
より自由に語れることを探しも
止める

ある人々は自分の敵から完全に
解放されることを請う

ある人々は報いを手に入れるこ
とを恥じる

ある人々は負い目の心配がまっ
たくないように

ある人々は牢獄からの自由を

ある人々は非難からの解放を

私たちの嘆願の書物の中に、
すべてのものに先立って純粋
な感謝を入れよう。次の行に、
不偏心における魂の告白と痛
悔を

そうしてから絶対の王に私たち
の要求を明らかにしよう。なぜ
なら、兄弟たちのうちのある人
に主の天使によって示されたよ
うに、言われたこの祈りの方法
が最上だからである

もしかつてあなたが裁判官の
前に出たことがあるなら、あな
たの祈りのためにそれ以外の
手本を必要としないであろう

もしいまだ出頭したことがない
なら、また尋問する人々をあな
たがまだ見ていないなら、医者
がこれから切除したり焼灼しよ
うとするとき、病人が医者に救
命嘆願するありさまから学ぶが
よい

祈るとき、もっともらしい言葉を
用いてはいけない

というのは、しばしば子供の単
純な、口下手な話し方や飾りの
なさに、天にいる父は目をとめ
て下さるからである

理性が言葉の探求に向かって
ばらばらにされないように、多弁
を企ててはならない

徴税人の一言が神を宥めた。
信仰ある一言が盗賊を救い出
した。祈りの中で多弁はしばし
ば理性を惑わし、散らす。一言
がしばしば理性を一つにまとめ
るものである

祈りは

祈りの言葉で喜ばしい気持ちに
なったり、あるいは激しく悔やむ
思いがするなら、あなたはその
言葉の内にとどまりなさい。私
たちの守護者はそのとき私たち
とともに祈っているからである

たとえあなたが浄らかさをもっ
ているとしても、大胆になって
はいけない。むしろ大きな謙虚
をもって近づきなさい

そうすれば、あなたはいっそう
大胆にさせられるであろう。たと
えあなたが徳のすべての階段
を昇り終えたとしても、罪の赦
しのために祈りなさい。パウロ
が罪人たちのために叫んでい
るのを聞こう。「私は罪人のな
か最たる者です」（一テモ
1:15)

オリーブ油と塩は料理を準備す
るものである。節制と涙は祈り
に羽根をつける

もしあなたがまったき柔和さと
怒りのなさを身につけるなら
ば、あなたの理性を囚われから
解放するのにそれほど困難を
感じることはないであろう

私たちが見事な祈りをまだもっ
ていないうちは、子供に初めて
歩くのを教える人のようなもの
である

起き上がるよう戦いなさい。
否、むしろ思考（エンノイア）を
祈りの言葉の中に閉ざすよう戦
いなさい。たとえもし思考が子
供のように疲れ切って倒れるこ
とがあっても、再び思考を呼び
寄せさない

理性の特性は不安定さにある
が、しかし万物を立てることが
できる方によって、立つことが
できる

もしあなたがたえまなく努力す
るなら、理性の海を限る方はあ
なたの内に住む。そして彼はあ
なたの祈りの中でその海に向
かって言うであろう。「ここまで
あ来てもよいが、超えてはなら
ない」(ヨブ38:11)。霊は縛る
ことができない。しかし霊の創
造者がいるところ、すべては従
う

もしあなたがかつて太陽を見
たならば、あなたは彼とふさわ
しく話すことができよう。しかし
まだ見出していないならば、い
かにしてあなたは真に話し合う
ことができようか

祈りの
初めは、まさにその始まりから
単一の思いによってさまざまな
襲撃を追いやることである

そして中間の段階は、言われ
たこと、考えられることの中に
だけ思惟（デイアノイア）がある
ことである

完成は主に捉えられることであ
る

祈りの喜びは種々あって、ある
場合には祈りのうちに仲間とと
もに時を過ごしている人々に生
じ、他の場合それは、ヘーシュ
キアによって祈る人々に訪れ
る。一方は、おそらく少し誇らし
げである。しかし他方は全体が
謙遜によって満たされている

もしあなたがいつも理性を散漫
にしないよう訓練するならば、
理性は食事の場合でもあなた
の隣人となるであろう。しかしも
し理性が自由に彷徨うならば、
けっしてあなたの許に踏みとど
まることはありえない

優れた完全な祈りを行う、かの
偉大な人は言っている。「私は
理性によって五つの言葉を語り
たい」云々(一コリ14:19)

しかし、そのようなことはより未
熟な者には適当ではない。私
たちは不完全な者であるゆえ、
質とともに量の多さを必要とす
る

というのも、後者は前者を保護
するものだからである。汚れて
苦労しても、辛抱強く祈る人に
彼は浄い祈りを与えると言われ
ているからである

祈りには汚れ、消失、略奪、咎
めがあり、それぞれ異なる

汚れとは、神の前に立ちながら
場違いな思考が生じることであ
る

消失とは、無益な思索（フロン
テイス）に囚われることである

略奪とは、それと知らず思考が
うろつき回ることである

咎めとは、どのようなときでも、
われわれに近づいてくる攻撃で
ある

もし私たちがかたわらにいると
きにひとりでいないような場合
には、心の中で祈願の態度をと
ろう。また、もし讃美する僕たち
がいない場合には、外からも祈
りへの形を作ろう。不完全な
人々にあっては、しばしば理性
は身体のありように倣うからで
ある

すべての人々、特に負い目の赦
しを得ようと王の許へ行くすべ
ての人々には、言葉で表現でき
ないほどの痛悔が必要である。

もし私たちがまだ牢の中にいる
ならば、ペトロに語っている者の
ことを聞こう。従順の帯を締め、
あなたの意志を剥ぎ取り、身に
つけないで、あなたの祈りの中
で主の許に行きなさい。

意志だけを呼び求めれば、そ
のときあなたの魂の指導をし、
危険なく導く神をあなたは得る
であろう

虚飾への愛好から、また快楽
への愛好から立ち去りなさい。
思索（フロンテイス）を投げ捨て
なさい。思考（エンノイア）を剥
ぎ取りなさい。身体を拒絶しな
さい

祈りとは、目に見える世と目に
見えない世から離れること以外
の何ものでもないからである

私には天に何があるのだろう
かーー何もない。地においてあ
なたの許から私は何を願おう
かーー祈りの中でいつも気を散
らさずにあなたに堅く結びつくこ
と以外には何もない

ある人々には冨が、他の人々に
は名声が、また他の人々には愛
する財産がある。「私にとっては
神に堅く結びつくことが、また
私の不受動心（アパテイア）の
希望を神に置くことが望ましい
ことなのである

信仰とは祈りに翼をつけるもの
である。信仰なしでは、人は天
へと伸びゆくことはできない

情念（パトス）の下にある私たち
は、いつまでも変わることなく主
に願おう。というのも、情念の下
にあるすべてのものは、情念に
囚われた状態から不受動心へ
と進むからである

たとえ裁判官が神を恐れずと
も、罪と躓きのために神から寡
婦の状態になってしまった霊魂
が神に苦痛を与えることによっ
て、神は霊魂の敵である身体
に、また神の敵である諸霊に霊
魂の復讐をするであろう

私たちの善なる仲介者は、感
謝の念をもった人々を、願いを
すぐ叶えることによってご自分
の愛（アガペー）へと引き入れる

しかし、彼は恩知らずの犬の霊
魂どもを、飢餓と願いの渇きを
通じて、ご自分の許へ祈りに
よって近くなるよう仕向ける

というのは、恩知らずの犬はパ
ンをもらうと、すぐに与えてくれ
た方から離れ去ってしまうから
である

嘆願のうちに時を過ごした人
は，何も達成しなかったと言って
はならない。というのも、あなた
はすでに達成しているのだから
である

主に堅く結びつくことよりも、そ
して主に向かっての合一にたえ
まなく励むことよりも、何かより
崇高な善があろうか

祈りに気遣う人が祈りの場を恐
れるほどには、有罪を宣告され
た人は自分の判決を恐れない

だからもし彼が賢く俊敏である
なら、その場の記憶からあらゆ
る咎め、怒り、心配、妨げ、苦
難、飽き、誘惑、思慮（ロギスモ
ス）を避けることができる

霊魂の内に存する祈りを通じ
て、あなたの祈願の場をあらか
じめ準備せよ。そうすれば、あ
なたはすぐに前進するであろう

私は、従順において傑出してい
る人々、理性という点で力の限
り神の記憶にとどめている人々
が、祈りに立っているとき突然
自分の理性を克服し、泉のよう
に涙を溢れ出させるのを見た

彼らは聖なる従順によってあら
かじめ準備されていたのである

予定論？

大勢の中で「詩編」を謳うとき
に、囚われの状態と放浪状態
が併発する。ひとりでいるもの
にはこのようなことはない

しかし彼は霊的怠惰（アケーデ
イア）と戦う。前者は、熱意で強
力し合うのに

戦いは、戦士たちの王への愛
（アガペー）を示す。祈りのとき
と場が修道者の神への愛を証
す。あなたの祈りはあなたに自
分自身の状態を示すであろう。
かの進学者たちは、祈りを修道
者の鏡と公言している

手許の仕事に没頭し、祈りの時
になってもその仕事にかかず
らっている人は、悪霊どもによっ
て騙されているのである

なぜなら、その泥棒どもにとっ
ての目的は、私たちから時間を
次々と掠めとることにあるからで
ある

たとえあなたが祈りを得ていな
いときでも、もろもろの霊魂の
ために祈ることを断ってはなら
ない

なぜなら、それを願う人の親交
がしばしば祈る人をも痛悔に
よって救うからである

他の人々のために願っていると
き、また願いが聞き届けられる
とき、得意になってはいけない

なぜなら、それらの人々の信仰
こそが作用しており、力がある
のだからである

神から得た力を、すべての理性
（ヌース）はあらゆる祈りの中で
要求される

それゆえ次のことを考慮すべき
である。あなたが目覚めて祈る
とき、すぐに怒りと敵対するだろ
うということを。この目的は私た
ちの敵から出ている

多くの祈願と時によって蓄えら
れたものは永続的なものであ
る

主を得た人はもはや自分の祈
りを言葉でなそうとはしないで
あろう

なぜなら、そのとき霊がその人
のために言葉に表せない悲嘆
で訴えるからである

祈りの中であらゆる知覚しうる
幻影を迎え入れてはならない、
もの狂おしさを起こさないため
に

疑いからの解放は、不確実なも
のの説明であり、断固としたも
のである

祈りに熱心に励むとき、あなた
は憐れみ深くありなさい。そうい
う祈りによって修道者は百倍も
のものを受け取るであろう。ま
た更なるものを将来受け取る
であろう

火が心（カルディア）の中にとど
まるならば、それは祈りを生き
返えらせる。祈りがかき立てら
れ、天へと取り上げられると、
火は霊魂の上の部屋へと下
がっていく

ある人々は祈りが死を思うこと
よりも善いと言う。しかし私は、
一つの位格の中の二つの本性
を讃美する

走ることに優れている馬は、十
分に熱くなり加速するものであ
る。私は走ることで「詩編」を歌
うことを考えている

馬は人の理性である。それは
遠方から戦いの匂いを感じ、あ
らかじめ準備するので、一切打
ち破られない

渇いている人の口から水を奪い
取ることは非道なことである。
しあし、痛悔の心をもって祈る
霊魂を、祈りの成就の前に、そ
の憧れている場から切り取るこ
とは、もっと非道である

火と水が次第にやんでいくのを
あなたが見るまでは、離れては
ならない。なぜなら、おそらくあ
なたの人生全体にわたってもろ
もろの過ちからの赦しに向かう
そのような時をあなたが得るこ
とはないだろうから

祈りを味わう人は、ちょっとした
一つの言葉によって理性を汚
す。そうすると、祈ろうとしても、
その人はいつものように憧れて
いるものを見出すことはない

一方で心で長く見張ることがあ
る。また一方で理性によって心
を見張ることがあるーー理性は
心を支配し理性的な捧げ物を
キリストにもっていく大司祭であ
る

「神学者」という呼び名を与えら
れた人々のなかのある人が
言っているように、聖なる天上
の火は降ってきて、前者がいま
だ浄めを欠いているがゆえに、
彼らを焼き尽くす

しかし、火は後
者の人々をその
完成の度合いに
応じて照らすの
である

同じ火が焼き付くし、また照ら
す光と言われている

それゆえ、ある人々は祈りを終
えるとあたかも炉の火から出て
きたかのように見えるのである
つまり彼らはある種の汚れと質
料からの救いを経験するのであ
る

他の人々は、光から来るかのよ
うに照られており、謙遜と喜びと
いう二重のマントを着ている

以上の二種の結果の現れない
人々は、祈りを身体的に行って
いるのである。私は彼らがユダ
ヤ人のように祈っているとは言
わないように身体的にと言う
が、それはまた霊的にではない
ということである

身体が身体に触れると身体の
活動が変化するとしたら、神の
身体に潔白な手で触れる人は
いったいどうして変容されない
であろうか

私たちの絶対的に善なる王は、
地上の王のように、あるときに
はご自身を通じて、あるときに
は友人を通じて、そしてまた別
の場合には僕を通じて、またと
きには知られざる仕方で、ご自
分の賜物を兵士たちに恵み与
えるということに気づく

しかし、それは私たちがまとう
謙遜の衣に従った仕方でなさ
れるのである

地上の王の許にいて、王の前
に立っているが、しかし自分の
顔を背け、主人の敵と話し合う
人は忌むべき人であるように、
同様に祈りの中にあって、汚れ
た思慮（ロギスモス）に関わる
人は主に嫌われる

犬が来るとき、人は縄で追い払
う。犬があつかましく振る舞え
ば振る舞うほど、あなたは犬に
負けてはならない

悲嘆（ペントス）を通じて願いな
さい。従順を通じて探し求めな
さい。忍耐を通じて叩きなさい

願い求める者は受け、探し求め
る者は見出し、叩く者には開か
れるのではないか

あなたが祈りの中で異性のた
めに祈らないように注意しなさ
い。あなたが右側から連れ去ら
れないように

肉体の行為をあるがままに報
告しようとしてはならない。自
分に対して陰謀を企てるもの
が生じないように

祈りの時があなたにとって必要
なものーーたとえ霊的な事柄
であってもーーを考えたりする
時間とはならないように

そうしないと、より善いものを失
うことになる

たえまなく祈りの杖をもってい
る人は躓かないであろう。もし
躓くとしても、致命的には倒れ
ないであろう。祈りは神の経験
な君主なのだから

私たちは祈りによって悪霊の妨
げから助けられることを集会の
ときにはっきりと示される

祈りの実りは敵の敗北から示さ
れる。「私はことことから、私が
あなたの心に適っていることを
知った」。戦いのときに、「私の
敵が私を喜ばないから」

詩編作者は言う。「私は心から
叫んだ」。すなわち、身体、魂、
霊によってということである

なぜなら、最後の「二つが集ま
るところには、その中に神がい
る」（マタ18:20)

すべてのものは、身体という点
においても、また霊という点にお
いても同じものではない。「詩
編」を歌うにも、ある人々はすぐ
にであるし、また他の人々は
もっと時間がかかる。ある人々
は囚われと、また他の人々は無
知と戦うと言っている

もしあなたがあなたの敵につい
てたえまなく王と話し合うなら、
彼らがあなたの方へやって来る
ときにはいつも勇気をもちなさ
い

疲れ果ててはならない。なぜな
ら、彼らはすぐ自分たちであな
たから離れるであろうから

この神聖であい者たちは、あな
たが祈りを通じて彼らとの戦闘
から栄冠を受け取るのを見たく
ないし、さらに彼らは祈りによっ
てあたかも火によるかのように
鞭打たれて逃げるであろうから

いつも勇気をもちなさい。そうす
れば、あなたは神をあなたの祈
りの教師としてもつであろう

見ることは、言葉を通じて学び
取ることではないーーこれは自
然本性に適うことである

祈りの美は他人の教えを通し
て得るものではない。ただ祈り
は、祈りの教師として神をもっ
ているのである

神は人間に知識を教え、祈る
人に祈りを与え、義（ただしい）
しい者の年月を祝福するので
ある

第二九講話
地上の天、神をまねぶこと、不
受動心（アパテイア）、完全性、
共通の復活に先立つ魂の復活
について

見よ、私たちは無知の最も深い
穴に、暗い情念（パトス）に、こ
の身体の死の影に置かれなが
らも、地上の天について向こう
みずにも哲学することを始める

蒼穹は星々を美しい飾りとして
もち、不受動心はもろもろの徳
（アレテー）を飾りとしている

私は不受動心を心の中にある
理性の天であるとする以外のこ
とは何も考えていないが、この
天は悪霊どもの悪事など児戯
とみなしてしまうのである

さて、肉を不滅にし、理性を被
造物より上に挙げ、すべての感
覚を理性に従わせる人は、当
然に不受動な（アパテース）人
であるし、またそう認識されて
いる

主の御前に魂を置く人であり、
その人の魂は魂の力を超えて
主に向かって常に前進するの
である

ある人々は不受動心を身体の
復活の前の魂の復活であると、
他の人々は神の完全な知識、
天使に次ぐものと指摘している

不受動心は、私に不受動心を
味わったある人が示し教えてく
れたように、完全な人々の完璧
な成就しがたい完全性なので
ある

それゆえ、不受動心は理性を
神聖にし、質料から引き離す。
天の安息の港を所有した後
で、その生涯の大部分を天上
に身を移して、その生涯の大部
分を天上に身を移して己を観
想へともち上げるのである

ところでこの人について、同じ
ように経験した人がどこかで次
のように言っている。「地上にあ
る神の強き人々は、激しく挙げ
られた」。このような人を私たち
は知っている。その人はエジプ
ト人で、彼は人々とともに祈ると
きはいつも、祈りのあいだ自分
の両手を長く差し出し続けてい
た

不受動な人
がいる。しか
し、不受動
よりもっと不
受動な人が
いる

ある人は極度に悪を嫌う。また
ある人は飽くことを知らぬほど
徳（アレテー）に富む

純潔が不受動心と言われるの
は当然である

不受動心は共通の復活の始ま
りであり、可滅的なものが不滅
になる端緒である

「私は主の理性（ヌース）をもっ
ていると言う人が不受動心を示
すのである

主を恐れないという言っている
あのエジプト人が不受動心を
示すのである

情念（パトス）が戻るように祈る
人が不受動心を示すのである

来るべき栄光を前にして、誰が
あのシリア人ほど不受動心に値
しようか

預言者のなかで名高いダビデ
は主に向かって言う。「私を立
ち上がらせて下さい。私が元気
を取り戻せるように」。しかし神
の戦士（エフラエム）は言う。
「あなたの恵みの波を立ち上が
らせて下さい」

徳を身につけた
霊魂は、情念の
うちにある人々
が快楽を身に帯
びているように、
不受動心を備
えている

もし大食の極みが食欲がない
のに無理やり詰め込むことだと
したら、疑いなく自制の極み
は、空腹であるにもかかわらず
自分の本性を抑えることである

もし淫蕩の極みが動物や無生
物にまで狂乱することであるな
らば、純潔の極みは感覚におい
てすべてに対して無生物に対
するかのごとくにあることである

もし貪欲の極みがものを集める
ことをけっしてやめないこと、あ
るいは満足させないことである
としたら、清貧の極みは自分の
身体を惜しまないことである

もし霊的怠惰（アケーデイア）の
極みがまったき平穏のうちにあ
るのに忍耐をもたないことであ
るとするなら、忍耐の極みは苦
難のうちにあっても平穏を保つ
ことを考えることである

もし怒りの海が何も起こらなく
ても荒れ狂うことであるなら
ば、忍耐の極みは罵るものがい
てもいなくても、まったく同じよ
うに凪いでいることである

もし虚栄の高みが讃美すべき
者がいなくても見栄を張ること
であるなら、疑いなく虚栄をも
たないことの理想の姿とは、そ
ういう人々がいても思考（エンノ
イア）を制することである

もし滅亡の形、すなわち傲慢さ
の形が卑しい姿のうちにも思い
上がることであるならば、救い
を与える謙遜のしるしは崇高な
企てや徳行にあっても謙遜な
心情をもつことである

そしてもし情念の状態にあるこ
とのまったきしるしが、悪霊に
よって植え込まれたおよそすべ
てのものにすぐに屈することで
あるなら

私は聖なる不受動心のしるしを
次のように明白に言いうること
と考える

「悪人が私から離れ去ったか、
私は知らなかった」

また、彼がどうやって来たか、
その理由、そしてどうやって彼
が立ち去ったかも私は知らな
かった

さらに、まったくそのような事柄
に関して私は無感覚である。私
はすっかり神と一つになってお
り、いつも神と共にいるであろう

こういう状態に値する人は、ま
だ肉のうちにあっても、神を内
に住むものとして、常にすべて
の言葉、業、考えの中にあって
導くものとしてもっている

そこからさらに、その人はある
種の声のように、内的に照らし
を通じて主の意志を感じるので
ある

主はあらゆる人間の教えより崇
高である。「私はいつ来ようか。
いつ神の御前に現れようか」

私はもう憧れの力に耐えない。
私はこの粘土より前にあなたが
私に与えてくれた、まさに不死
なる美を探し求める

不受動な人はもはや彼自身が
生きているのではなく、彼の中
にキリストが生きているのであ
る

立派な戦いを闘い抜き、その道
を成就し、正しい信仰を守った
人が言っているように

王の王冠は一つの石から構成
されてはいない。同様に、不受
動心は、もし一つでも徳を手に
入れることを私たちがおろそか
にするならば、完全なものとは
ならない

不受動心を諸天の中にある天
上の王の宮殿と考えなさい。多
くの住居をこの町の中にある住
処と思いなさい。城壁をエルサ
レムと、もろもろの失敗の赦しと
思いなさい

兄弟たちよ、私たちは宮殿の花
嫁の部屋の入口に達するため
に走ろう。もし、私たちが、何か
過去の負い目から、あるいは遅
延によって妨げられるとしたら、
何と不幸であろう

私たちは花嫁の部屋の周りに
ある住居の一つに先回りしよ
う。もし私たちがなおうずくまり
弱っているならば、どうあっても
私たちは城壁の内側に至ろう。
というのは、終わりの前にそこに
入らない人、越えていない人
は、荒野に野営することになる
であろうから

それゆえ、ある人は祈ってこう
言った「私の神において私は城
壁を越える」。そしてまた別の
人は、あたかも神の御前からの
ように次のように言う「あなたが
たと私とのあいだを分け隔てる
のはあなたがたの罪ではない
のか」

友よ、この隔ての仕切り壁を粉
砕しよう。これはまさに私たち
が不従順によって建てたので
あるが、それは悪しきもので
あった

そこで負い目からの解放を受け
取ろう。地獄では癒すことがで
きる人がいないからである

兄弟たちよ、身を捧げよう。と
いうのも、私たちは身を捧げる
人としてその名を記されている
からである

災いも時も重荷も口実とすべき
でない

洗礼の水の再生を通じて主を
受け取った人々、「彼は彼らに
神の子となる力を与えた」

また、こう言われる。「静まれ、
私が神であることを知れ」。そし
て不受動心たることを

幸いなる不受動心は貧しい理
性を地から天へと立たせる。ま
た乞食を汚物の情念から起こ
す。すべてによって讃美されて
いる愛は彼を長たち、聖なる天
使たち、主の民の長たちととも
に坐らせるのである

第三〇講話
もろもろの徳のなかでの高潔
な三つ組の絆について

先に言われたすべてのことの
後に、あらゆる絆をしっかりと縛
り保持するかの三つ、すなわち
信仰、希望、愛が残っている

「すべてのなかで最も偉大なの
は愛（アガペー）である」なぜな
ら、それは神と呼ばれるからで
ある

神の愛について語ろう欲する人
は、神について語ることを企て
ているのである

私は、一つを光線、一つを光、
一つを輪と思い、また、すべて
で一つの輝き、一つの煌めきだ
と思う。一つ目はすべてを作
り、創造することができる。二つ
目を神の憐れみが取り囲み、
確信を作る。三つ目はけして倒
れず、走るのをやめない。そし
てその至福な狂気に傷つけら
れた人に休止することを許さな
い

神についての言葉を詳細に語
ることは、不注意な人々にとっ
ては危険で恐るべきことである

愛についての言葉は、天使たち
にはよく知られている。彼らに
とっても照らしの働きに応じて
ではあるが

神は愛である（1ヨハ4:8)。しか
しこの定義を語ろうとする人
は、目も見えずに深淵の中で
砂を測っている

愛は、人間にとって可能な限り
ではあるが、その性質上神に
似ている

その働きによれば霊魂の酩酊
である。その特徴によれば、信
仰の泉、忍耐の深み、謙遜の
海である

愛は、あらゆる種類の対立する
思考（エンノイア）をまさしく取り
除くのである。愛は悪しきことを
考えないからである

愛と不受動心と養子とすること
（ヒュイオテシア）は、名前に
よってのみ区別される。光と火
と熱のように、それらは一つの
活動で一致する。前者も同様
に考えなさい

養子とする（huiothesia）
聖霊の働きにより、キリス
トを通して、神の子供とし
て神との、家族関係に迎え
入れられること（ロマ
8:15,23）キリスト教神学

用語辞典

愛（アガペー）の欠如の度合い
に応じて恐怖が存在する。恐
怖のない人は、愛で満たされて
いるか、霊魂を殺しているかで
ある

人間的なものから、憧れ、恐
怖、熱望、嫉妬、隷属、神への
愛（エロース）譬えを与えること
は悪しきことではない

幸いなるかな、
熱狂的な恋人
が自分の恋人
に対して抱いて
いいるように、神
に対して愛（エ
ロース）をもつ
人

幸いなるか
な、有罪の
人が裁判官
を恐れるよ
うに、主を恐
れる人

幸いなるかな、
自分の主人に
対して感謝して
いる僕のよう
に、真に熱意に
おいて優れた者
になる人

幸いなるかな、
嫉妬から自分の
妻を見張ってい
る人のように、も
ろもろの徳を熱
心に追い求める
ようになった人

幸いなるか
な、僕が王
の許に立つ
ように、主の
許で祈りを
行う人

幸いなるか
な、人間に
対するよう
に、主を大
事にするこ
とにたえま
なく努力す
る人

愛（アガペー）の子は主にいつも
固く結びつくものであるが、そ
れほどの結びつきは母親も乳
飲み子にもっていない

本当に愛する者は、常に愛する
人の面影を思い、こういう人は
心の中で喜びに満ちてその面
影を抱擁する。眠っていても、
憧れが鎮まることはありえな
い。そこで憧れの君に向かって
かたりかける

身体に関わることにおいてそう
であるが、身体に関わらないも
のにおいてもそのようになるも
のである

ある傷つけられた人が自分につ
いて次のように言ったが、それ
は驚くべきことである

すなわち、「私は眠っている
がーー本性の必然によって、私
の心は起きているーー愛（エ
ロース）の大きさによって」（七
十人訳、雅歌5:2）

友よ、あなたは次のことに注意
しなければならない。すなわ
ち、霊魂という鹿は、かの獣を
滅ぼした後で、矢で射たれた
かのように愛（アガペー）の火で
強く燃え上がり、主に向かって
立ち去るのだということを

空腹の作用は、明瞭でなく、目
立たない。しかし、渇きの作用
は、強烈で明らかである

それは誰にでも炎として知られ
る。それゆえに神に憧れる者は
言う。「私の霊魂は力ある生け
る神に向かって渇く」

もし愛する者の顔（を見ること）
が明らかに私たちを完全に変
えてしまい、楽しく、喜ばしく、
屈託のない気持ちにさせるな
ら、主の顔が浄い霊魂に見えな
い仕方で現存するとき、いかば
かりのことをするであろうか

恐れが霊魂の感覚に生じると
きはいつも、汚れを取り去り、滅
ぼし尽くしていまうものである

というのは、「あなたの畏れで
私の肉を刺し貫いて下さい」と
言われているからである

聖なる愛（アガペー）は、「あな
たは私たちの心を奪った。あな
たは心を奪った」と言っている
人によれば、何かを食い尽くし
てしまうのが常である

しかしそれはある場合には人々
を明るくし、喜ばせる。それにつ
いてこう言われている。「私の心
は希望した。そして私は助けら
れた。私の肉は再び生き返っ
た」。心が喜ぶとき、顔は輝く

さて、人間全体がなんらかの仕
方で神の愛（アガペー）と混ざり
合わされるときにはいつも、ちょ
うど鏡を通じるように、身体に
あってもその外に霊魂の輝きが
現れる

神を見たあのモーセはこのよう
に考えられる

このような天使にも等しい状態
に達した人々は、しばしば身体
のために食物を忘れる。私の思
うに、彼らは食物を望みさえし
ないのである

これは驚くべきことではな
いーー逆の熱望もしばしば食物
を妨げるからである

思うに、これらの不滅な人々の
身体は病気にならない。なぜな
ら、身体は浄められ、火を消し
た純粋な火によってある仕方で
不滅にされているからである

思うに、彼らは供される食物を
喜んで受け取ることもない。地
下水は食物の根を養うもので
あるが、天の火が彼らの霊魂を
養っているのである

怖れの成長は愛（アガペー）の
始まりである。純潔の達成は神
学（テオロギア）の基礎である

神に感覚をまったく一致させて
いる人は、神の言葉を神によっ
て伝授される。しかし、結びつ
けられていない場合、神につい
て論じることはむずかしい�

内在する御言葉（ロゴス）は純
粋さを完全なものにし、その現
存によって死を滅ぼす。死が滅
んだとき、神学の弟子は照らさ
れる

主の言葉は主からのものであ
るので、代々にわたって聖なる
ものであり続ける

純潔は弟子を神を語る者（テオ
ロゴス）とする。彼は純潔を通じ
て三位一体の考えをもつ

主を愛する人（アガパオー）は、
まず自分の兄弟を愛する

というのも、後者は前者の証だ
からである。隣人を愛する人は
中傷する人々に耐えることがで
きず、火を避けるかのように逃
げる

主を愛すると言って、自分の兄
弟に怒りを抱く人は、夢の中で
走る人に似ている

愛の力は希望である。希望に
よって私たちは愛の報酬を待ち
望む。希望は隠された冨の充
満である。希望は宝庫の前で
財宝が確かにあることを示すも
のである

希望は疲労からの休息、愛の
扉、絶望から奮い起こすもの、
いまだないもののかたどりであ
る

希望が欠如すれば愛も消失す
る。辛労は希望につなぎとめら
れ、労苦は希望によりすがる

憐れみは希望を取り囲む。希
望に満ちた修道者は霊的怠惰
を殺すが、それを希望の短剣
で屈服させるのである

主の賜物の経験は希望を生
む。無経験の者は疑いをもたな
いままではいられない

希望は怒りを解く。希望は欺く
ことがないからである。怒った
人は見苦しい

愛は預言の導き手である。愛は
奇跡を生み出す。愛は照らしの
深みである。愛は火の泉であ
る。噴き出して渇いている人を
焼き尽くす。愛は天使の状態で
ある。愛は永遠の前進である

おお、もろもろの徳のなかで美
しきものよ、あなたはあなたの
羊をどこで世話するのか、真昼
にどこで休ませるのか、私たち
に教えて下さい

私たちを照らして下さい。私た
ちに水を飲ませて下さい。私た
ちを指導して下さい。私たちを
導いて下さい

私たちはあなたに向かって昇り
だいからです

あなたはすべてを支配する。今
あなたは私の霊魂を奪った。私
はあなたの火を抑えることがで
きない。それゆえ私はあなたを
讃美して進む

「あなたは海の力を支配する。
あなたは海の波の揺れを静
め、絶やす。あなたは思い上
がった思慮（ロギスモス）を負
傷者のように低くする。あなた
の力ある腕で、あなたの敵を散
らす」。そしてあなたはあなたの
愛する者たち（エラステース）を
無敵にする

愛する者（エラ
オー）の複数形がエ
ラステース？

ヤコブはどうやって固定した梯
子の上にあなたを見たのか、
私は知りたい。梯子の上昇の姿
はどのようなものなのか、愛す
る者（エラオー）に示して下さい

様式、あなたの愛する者が「彼
の心の中に彼に昇らせるために
整えた」という、段のしつらえ方
はどのようなものなのか、数は
どのくらいなのか、また、その行
程はどれくらいかかるのか、私
はどうして知りたい

あなたと格闘し、あなたを見た
者は、導きを与えはしても、そ
れ以上のことを明かそうとはし
ない。否、むしろーーより適切に
はこう言うべきであろうーー彼に
は明かすことができないのであ
ると

天から私に現れ、私の霊魂の
耳の中で話すかのように、かの
女王（愛（アガペー））は次のよ
うに語った

「おお愛する者よ、もしあなた
が厚さから解かれなければ、私
の美をあるがままに理解するこ
とはできない。この階段が、も
ろもろの徳の霊的な構成をあ
なたに教えてくれるように

その頂上に私はしっかり立って
いる。私の偉大な弟子（パウロ）
が言ったように。いまやかの三
つ、信仰、希望、愛が残ってい
る。すべてのなかで最も偉大な
のは愛（アガペー）である（一コ
リ13:13)

本書で語られたことの短い要
約と勧告

兄弟たちよ、上昇せよ、熱心に
上昇せよ。以下に言うことを聞
いて、心の内に上昇の準備を
せよ

「来なさい。私たちは主の山、
私たちの神の家へ昇ろう」。「神
は私たちの足を鹿のように整
え、高所に立てる」、神の道で
勝利を収めるために

私は願う、次のように言ってい
るあの人とともに走りなさい

「すべての人が信仰と神の知
識の一致へ達するまで、完全
な人間へ、キリストの満ち溢れ
る豊かな背丈に達するまで急
ごう」（エフェ4:13）

キリストはこの世にあるとき三
〇歳で洗礼を受け、霊的な梯
子の第三〇番目の段に定めら
れた

実に神は愛（アガペー）である。
神に讃美と支配と力があるよう
に。すべての善の原因は神の
内に今あり、かつてあり、代々に
至るまであるであろう


